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(57)【要約】
【課題】
　ポリオレフィン被着体や難接着塗装板に対して優れた
接着性能を示し、保存後の接着性能の変化の少ないアク
リル系粘着剤、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘
着剤層及び、アクリル系粘着テープ又はシートを提供す
る。
【解決手段】
　炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ
）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含
有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含むアク
リル系粘着剤において、アクリル系ポリマーが溶解度パ
ラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰa
）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５
重量％以上含有するアクリル系ポ
リマー及び／又は、粘着付与樹脂が溶解度パラメーター
（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰa
）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５
重量％以上含有する粘着付与樹脂
であることを特徴とするアクリル系粘着剤、アクリル系
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単
位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、ｂ）粘着付与樹脂を含むアクリ
ル系粘着剤において、ａ）アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０
．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する
アクリル系ポリマーであることを特徴とするアクリル系粘着剤。
【請求項２】
　ａ）炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単
位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、ｂ）粘着付与樹脂を含むアクリ
ル系粘着剤において、ｂ）粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（
ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する粘着付
与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤。
【請求項３】
　ａ）炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単
位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、ｂ)粘着付与樹脂を含むアクリ
ル系粘着剤において、ａ）アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０
．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する
アクリル系ポリマーであり、かつｂ）粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差
が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有
する粘着付与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤。
【請求項４】
　前記粘着付与樹脂が、アクリル系オリゴマーであることを特徴とする請求項１～３の何
れか１項に記載のアクリル系粘着剤。
【請求項５】
　前記アクリル系ポリマーが、モノマー単位として、２－エチルへキシルアクリレートお
よび／またはブチルアクリレートを１５重量％以上含有する請求項１～４の何れか一項に
記載のアクリル系粘着剤。
【請求項６】
　前記アクリル系ポリマーが、モノマー単位として、２－エチルへキシルアクリレートお
よび／またはブチルアクリレートと、ブチルアクリレートおよび／またはオクタデシルア
クリレートをそれぞれ１５重量％以上含有する請求項５に記載のアクリル系粘着剤。
【請求項７】
　前記アクリル系オリゴマーのガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃以上であり、重量平均分
子量が２０００～２００００であることを特徴とする請求項４に記載のアクリル系粘着剤
。
【請求項８】
　前記アクリル系オリゴマーが、モノマー単位として、シクロヘキシル（メタ）アクリレ
ートを１５重量％以上含有する請求項４又は７の何れか一項に記載のアクリル系粘着剤。
【請求項９】
　前記アクリル系オリゴマーが、モノマー単位として、シクロヘキシル（メタ）アクリレ
ートと、アクリロイルモルフォリン、ジエチルアクリルアミド、イソブチルメタクリレー
ト、イソボルニルメタクリレートの中から選ばれる何れか一種を１５重量％以上含有する
請求項８に記載のアクリル系粘着剤。
【請求項１０】
　炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートを５０重量部以上
含有するアクリル系モノマーまたはその部分重合物、光重合開始剤、粘着付与樹脂を含む
アクリル系粘着剤組成物に紫外線を照射して得られる請求項１～９の何れか一項に記載の
アクリル系粘着剤。
【請求項１１】
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　請求項１～１０の何れか一項に記載のアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のアクリル系粘着剤層を含むアクリル系粘着テープ又はシート。
【請求項１３】
　基材の少なくとも片面に請求項１１に記載のアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系
粘着テープ又はシート。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリオレフィン被着体や難接着塗装板に対する接着性能に優れた、アクリル
系ポリマーと粘着付与樹脂とを含むアクリル系粘着剤、アクリル系粘着剤からなるアクリ
ル系粘着剤層及び、アクリル系粘着テープ又はシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アクリル系粘着テープ又はシートは、耐光性、耐候性、耐油性等に優れ、また、
粘着力、凝集力等の粘着特性、及び耐熱性、耐候性等の耐老化性に優れているため、広く
用いられている。
【０００３】
　しかしながら、アクリル系粘着テープ又はシートはポリプロピレンに代表されるポリオ
レフィン等の非極性被着体に対する接着性能は十分ではなかった。また、塗装板、特に近
年、耐酸性雨用や水系化の影響で難接着化している塗装板に対しての接着性能は満足のい
くものではなかった。
【０００４】
　これらポリオレフィン等の非極性被着体に対する接着性能を高める手法が知られており
、特定のＳＰ値かつＴｇが１５℃以上のモノマーを共重合するアクリルポリマーが開示さ
れているが（特許文献１）、Ｔｇが１５℃以上のモノマーを高部数共重合させるとポリマ
ーのＴｇが上がるため低温接着性が低下し、また、低温接着性を低下させない程度の共重
合量では非極性被着体に対する接着性能は十分には得られない場合があった。また、アク
リルポリマーにロジンや水添石油系等の特定の粘着付与樹脂を添加する方法が開示されて
いるが（特許文献２，３）、この方法を用いてもポリオレフィン等の非極性被着体に対す
る接着性能が十分に得られない場合があった。また、アクリルポリマーに重量平均分子量
が２万以下のアクリル系オリゴマーを添加する方法が開示されているが（特許文献４）、
重量平均分子量が２万以下でオレフィンへの接着性能が改善できるアクリル系オリゴマー
は、粘着剤として用いるアクリルポリマーとの相溶性が悪く、粘着テープを長期保存もし
くは高温で保存すると、接着性能が低下するという問題が生じる場合があった。また、重
量平均分子量が２万以下でＴｇが２５℃以上であるアクリル系オリゴマーの使用が開示さ
れているが（特許文献５）、これらオリゴマーを用いるとアクリルポリマーとの相溶性が
悪くテープを長期保存もしくは高温で保存すると、接着性能が低下するという問題が生じ
る場合があった。
【０００５】
　一方、難接着塗装板に対する接着性能を改善する方法として、例えば、アクリルポリマ
ー中に環状のアクリルアミドやＮ－ビニル環状アミドを共重合する方法が知られているが
（特許文献６）、これらの方法を用いても難接着塗装板に対する接着性能が十分でない場
合があった。また、特性発現には極性モノマーを高部数添加する必要があるが、そうする
と耐水性が悪くなるという問題が生じる場合があった。また、アクリルモノマーと末端に
重合性不飽和二重結合を有するオレフィン系重合体とから得られるポリマーを用いること
が開示されているが（特許文献７）、この手法を用いると、末端に重合性不飽和二重結合
を有するオレフィン系重合体は重合度が低く、共重合されずに残る割合が多くなったり、
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アクリルモノマーの重合転化率も悪くなる場合があった。また、得られた粘弾性体は凝集
力が弱く、保持性能が発現しない等の欠点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－５０９１９８号公報
【特許文献２】特開平６－２０７１５１号公報
【特許文献３】特表平１１－５０４０５４号公報
【特許文献４】特開２００１－４９２００号公報
【特許文献５】特開２００３－４９１３０号公報
【特許文献６】特開平６－２００２２５号公報
【特許文献７】特開２００５－２３９８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、ポリオレフィン被着体や難接着塗装板に対して優れた接着性能を示し、保存
後の接着性能の変化の少ないアクリル系粘着剤、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘
着剤層及び、アクリル系粘着テープ又はシートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、前記目的を達成するために鋭意検討した結果、アクリル系ポリマー及び
粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマー及び／又は粘着付与
樹脂が、溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が、０．２（ＭＰａ）1/2 以上となる、２種
のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有することにより、ポリオレフィン等の非極
性被着体や難接着塗装板に対する接着性能が優れた保存後の接着性能の変化の少ないアク
リル系粘着剤、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層及び、アクリル系粘着テー
プ又はシートを提供することが可能であることを見出し、本発明を完成した。
【０００９】
　すなわち、本発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレ
ートをモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂
を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）
の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上
含有するアクリル系ポリマーであることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００１０】
　また、本発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート
をモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含
むアクリル系粘着剤において、粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．
２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する粘
着付与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００１１】
　また、本発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート
をモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含
むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差
が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有
するアクリル系ポリマーであり、かつ粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差
が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有
する粘着付与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００１２】
　前記粘着付与樹脂は、アクリル系オリゴマーであることが好ましい。
【００１３】
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　また、本発明のアクリル系粘着剤におけるアクリル系ポリマーは、モノマー単位として
、２－エチルへキシルアクリレートおよび／またはブチルアクリレートを１５重量％以上
含有することが好ましい。
【００１４】
　また、本発明のアクリル系粘着剤におけるアクリル系ポリマーは、モノマー単位として
、２－エチルへキシルアクリレートおよび／またはブチルアクリレートと、ブチルアクリ
レートおよび／またはオクタデシルアクリレートをそれぞれ１５重量％以上含有すること
が好ましい。
【００１５】
　本発明のアクリル系粘着剤におけるアクリル系オリゴマーのガラス転移温度（Ｔｇ）は
、２０℃以上であり、重量平均分子量は、２０００～２００００であることが好ましい。
【００１６】
　本発明のアクリル系粘着剤におけるアクリル系オリゴマーは、モノマー単位として、シ
クロヘキシルメタクリレートを１５重量％以上含有することが好ましい。
【００１７】
　本発明のアクリル系粘着剤におけるアクリル系オリゴマーは、モノマー単位として、シ
クロヘキシルメタクリレートと、アクリロイルモルフォリン、ジエチルアクリルアミド、
イソブチルメタクリレート、イソボルニルメタクリレートの何れか一種をそれぞれ１５重
量％以上含有することが好ましい。
【００１８】
　本発明のアクリル系粘着剤は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）
アクリレートを５０重量部以上含有するアクリル系モノマーまたはその部分重合物、光重
合開始剤、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤組成物に紫外線を照射して得ることが可
能である。
【００１９】
　本発明のアクリル系粘着剤は、アクリル系粘着剤層として利用可能である。
【００２０】
　本発明は、また、アクリル系粘着剤層を有しているアクリル系粘着テープ又はシートで
あって、アクリル系粘着剤層が、アクリル系粘着剤組成物により形成されていることを特
徴とするアクリル系粘着テープ又はシートである。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、前記構成を有しているので、ポリオレフィン被着体や難接着塗装板に
対して優れた接着性能を示し、保存後の接着性能の変化の少ないアクリル系粘着剤、アク
リル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層及び、アクリル系粘着テープ又はシートを提供
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の感圧性接着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明における第一の発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）
アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘着
付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（
ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重
量％以上含有するアクリル系ポリマーであることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００２４】
　また、本発明における第二の発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（
メタ）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと
、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（



(6) JP 2009-256607 A 2009.11.5

10

20

30

40

50

ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重
量％以上含有する粘着付与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００２５】
　また、本発明における第三の発明は、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（
メタ）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと
、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマーが溶解度パラメー
ター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ
１５重量％以上含有するアクリル系ポリマーであり、かつ粘着付与樹脂が溶解度パラメー
ター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ
１５重量％以上含有する粘着付与樹脂であることを特徴とするアクリル系粘着剤である。
【００２６】
（アクリル系ポリマー）
　本発明におけるアクリル系ポリマーは、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル
（メタ）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有する。前記アクリル系ポ
リマーは、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートを単独で
又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２７】
　炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートの割合は、アクリ
ル系ポリマーを調整するためのモノマー成分全量に対して５０重量％以上、好ましくは、
６０重量％以上、さらに７０重量％以上であることが好ましい。
【００２８】
（アルキル（メタ）アクリレート）
　本発明における、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート
としては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）ア
クリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メ
タ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブ
チル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸イソペンチル、（メタ）アクリ
ル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘプチル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）ア
クリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ノ
ニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸
イソデシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）ア
クリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸テトラデシル、（メタ）アクリル酸ペンタデシ
ル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル、（メタ）アク
リル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸ノナデシル、（メタ）アクリル酸エイコシル等
の（メタ）アクリル酸Ｃ1-20アルキルエステル［好ましくは（メタ）アクリル酸Ｃ2-14ア
ルキルエステル、さらに好ましくは（メタ）アクリル酸Ｃ2-10アルキルエステル］等が挙
げられる。なお、（メタ）アクリル酸アルキルエステルとはアクリル酸アルキルエステル
及び/又はメタクリル酸アルキルエステルをいい、本発明の「（メタ）・・・」は全て同
様の意味である。
【００２９】
　（メタ）アクリル酸アルキルエステル以外のアルキル（メタ）アクリレートとしては、
例えば、シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、
イソボルニル（メタ）アクリレート等の脂環式炭化水素基を有する（メタ）アクリル酸エ
ステルや、フェニル（メタ）アクリレート等の芳香族炭化水素基を有する（メタ）アクリ
ル酸エステル、テルペン化合物誘導体アルコールから得られる（メタ）アクリル酸エステ
ル等を挙げられる。
【００３０】
（共重合性モノマー）
　また、前記アクリル系ポリマーには、凝集力、耐熱性、架橋性等の改質を目的として、
必要に応じて、前記アルキル（メタ）アクリレートと共重合可能な、他のモノマー成分（
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共重合性モノマー）を含んでいてもよい。従って、前記アクリル系ポリマーは、主成分と
しての、前記アルキル（メタ）アクリレートと共に、共重合性モノマーを含んでいてもよ
い。これら共重合性モノマーは、極性基を有するモノマーを好適に使用できる。
【００３１】
　共重合性モノマーの具体的な例としてはアクリル酸、メタクリル酸、カルボキシエチル
アクリレート、カルボキシペンチルアクリレート、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、
クロトン酸、イソクロトン酸等のカルボキシル基含有モノマー；（メタ）アクリル酸ヒド
ロキシエチル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシ
ブチル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシヘキシル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシオクチ
ル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシデシル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシラウリル、（
４－ヒドロキシメチルシクロへキシル）メチルメタクリレート等の（メタ）アクリル酸ヒ
ドロキシアルキル等の水酸基含有モノマー；無水マレイン酸、無水イタコン酸等の酸無水
物基含有モノマー；スチレンスルホン酸、アリルスルホン酸、２－（メタ）アクリルアミ
ド－２－メチルプロパンスルホン酸、（メタ）アクリルアミドプロパンスルホン酸、スル
ホプロピル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロイルオキシナフタレンスルホン酸等
のスルホン酸基含有モノマー；２－ヒドロキシエチルアクリロイルホスフェート等のリン
酸基含有モノマー；（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メ
チロールプロパン（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド等の（Ｎ－置換）アミド系モノマー；Ｎ－
（メタ）アクリロイルオキシメチレンスクシンイミド、Ｎ－（メタ）アクリロイル－６－
オキシヘキサメチレンスクシンイミド、Ｎ－（メタ）アクリロイル－８－オキシヘキサメ
チレンスクシンイミド等のスクシンイミド系モノマー；Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、
Ｎ－イソプロピルマレイミド、Ｎ－ラウリルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド等のマ
レイミド系モノマー；Ｎ－メチルイタコンイミド、Ｎ－エチルイタコンイミド、Ｎ－ブチ
ルイタコンイミド、Ｎ－オクチルイタコンイミド、Ｎ－２－エチルへキシルイタコンイミ
ド、Ｎ－シクロへキシルイタコンイミド、Ｎ－ラウリルイタコンイミド等のイタコンイミ
ド系モノマー；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル類；Ｎ－ビニル－２
－ピロリドン、Ｎ－メチルビニルピロリドン、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピペリド
ン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニルピラジン、Ｎ－ビニルピ
ロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾール、Ｎ－（メタ）アクリロイル
－２－ピロリドン、Ｎ－（メタ）アクリロイルピペリジン、Ｎ－（メタ）アクリロイルピ
ロリジン、Ｎ－ビニルモルホリン等の窒素含有複素環系モノマー；Ｎ－ビニルカルボン酸
アミド類；Ｎ－ビニルカプロラクタム等のラクタム系モノマー；アクリロニトリル、メタ
クリロニトリル等のシアノアクリレートモノマー；（メタ）アクリル酸アミノエチル、（
メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエチル等の（メタ）アクリル酸アミ
ノアルキル系モノマー；（メタ）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸エトキ
シエチル等の（メタ）アクリル酸アルコキシアルキル系モノマー；スチレン、α－メチル
スチレン等のスチレン系モノマー；（メタ）アクリル酸グリシジル等のエポキシ基含有ア
クリル系モノマー；（メタ）アクリル酸ポリエチレングリコール、（メタ）アクリル酸ポ
リプロピレングリコール、（メタ）アクリル酸メトキシエチレングリコール、（メタ）ア
クリル酸メトキシポリプロピレングリコール等のグリコール系アクリルエステルモノマー
；（メタ）アクリル酸テトラヒドロフルフリル、フッ素（メタ）アクリレート、シリコー
ン（メタ）アクリレート等の複素環、ハロゲン原子、ケイ素原子等を有するアクリル酸エ
ステル系モノマー；イソプレン、ブタジエン、イソブチレン等のオレフィン系モノマー；
メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル等のビニルエーテル系モノマー、チオグリ
コール酸；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル類；スチレン、ビニルト
ルエン等の芳香族ビニル化合物；エチレン、ブタジエン、イソプレン、イソブチレン等の
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オレフィン又はジエン類；ビニルアルキルエーテル等のビニルエーテル類；塩化ビニル；
（メタ）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸エトキシエチル等（メタ）アク
リル酸アルコキシアルキル系モノマー；ビニルスルホン酸ナトリウム等のスルホン酸基含
有モノマー；シクロヘキシルマレイミド、イソプロピルマレイミド等のイミド基含有モノ
マー；２－イソシアナートエチル（メタ）アクリレート等のイソシアネート基含有モノマ
ー；フッ素原子含有（メタ）アクリレート；ケイ素原子含有（メタ）アクリレート等が挙
げられる。なお、これらの共重合性モノマーは１種又は２種以上使用できる。
【００３２】
　前記アクリル系ポリマーが、主成分としての前記アルキル（メタ）アクリレートと共に
前記共重合性モノマーを含有する場合、カルボキシル基含有モノマーを好適に使用するこ
とができる。その中でも、アクリル酸を好適に使用することができる。共重合性モノマー
の使用量としては、特に制限されないが、通常、前記アクリル系ポリマーを調整するため
のモノマー成分全量に対して、共重合性モノマーを０．１～３０重量％、好ましくは０．
５～２０重量％、さらに好ましくは１～１５重量％含有することができる。
【００３３】
　共重合性モノマーを、０．１重量％以上含有することで、アクリル系粘着剤からなるア
クリル系粘着テープ又はシートの凝集力の低下を防ぎ、高いせん断力を得られる。また、
３０重量％以下とすることで、凝集力が高くなるのを防ぎ、常温（２５℃）でのタック感
を満足できる。
【００３４】
（多官能性モノマー）
　前記アクリル系ポリマーには、形成するアクリル系粘着剤の凝集力を調整するために必
要に応じて多官能性モノマーを含有してもよい。
【００３５】
　多官能性モノマーとしては、例えば、（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、（ポリ）プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール
ジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレー
ト、１，２－エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ
（メタ）アクリレート、１，１２－ドデカンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチ
ロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリ
レート、アリル（メタ）アクリレート、ビニル（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン
、エポキシアクリレート、ポリエステルアクリレート、ウレタンアクリレート、ブチルジ
（メタ）アクリレート、ヘキシルジ（メタ）アクリレート等が挙げられる。中でも、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレー
ト、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートを好適に使用することができる
。多官能（メタ）アクリレートは、単独又は２種以上を組み合わせて使用することができ
る。
【００３６】
　多官能性モノマーの使用量としては、その分子量や官能基数等により異なるが、アクリ
ル系ポリマーを調整するためのモノマー成分全量に対して、０．０１～３．０重量％、好
ましくは０．０２～２．０重量％であり、さらに好ましくは０．０３～１．０重量％とな
るように添加する。
【００３７】
　多官能性モノマーの使用量が、アクリル系ポリマーを調整するためのモノマー成分全量
に対して３．０重量％を超えると、例えば、アクリル系粘着剤の凝集力が高くなりすぎ、
接着力が低下したりする場合等がある。一方、０．０１重量％未満であると、例えば、ア
クリル系粘着剤の凝集力が低下する場合等がある。
【００３８】
（粘着付与樹脂）
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　本発明における粘着付与樹脂としては、例えば、ロジン系樹脂、テルペン系樹脂、脂肪
族系石油樹脂、芳香族系石油樹脂、共重合系石油樹脂、脂環族系石油樹脂、キシレン樹脂
およびエラストマーやこれらの水添化物及びアクリル系オリゴマー等を挙げる事ができる
。
【００３９】
　粘着付与樹脂の添加量は、アクリル系ポリマー１００重量部に対して３～６０重量部で
あるのが好ましく、５～４０重量部であるのがさらに好ましい。粘着付与樹脂を６０重量
部を超えて添加すると、粘着剤の弾性率が高くなり低温での接着性能が悪くなったり、室
温においても粘着性を発現しなくなる場合がある。また、添加量が３部より少ない場合は
その効果が得られない場合がある。
【００４０】
　後述するようにＵＶ重合によってアクリル系ポリマーを作製する場合には、重合阻害の
観点から水添化物やアクリル系オリゴマーを用いることが好ましく、特に、アクリル系オ
リゴマーを好適に使用できる。アクリル系オリゴマー等を用いるとＵＶ重合での重合阻害
は起こりにくい。
【００４１】
　本発明におけるアクリル系オリゴマーは、ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃以上、好ま
しくは３０℃以上、さらに好ましくは４０℃以上であることが望ましい。ガラス転移温度
（Ｔｇ）が２０℃未満であるとポリマーの室温以上での凝集力が低下し、保持性能や高温
接着性能が低下する場合がある。
【００４２】
　一方、アクリル系オリゴマーの重量平均分子量としては２０００～２００００、好まし
くは２５００～１５０００、さらに好ましくは３０００～１００００であることが望まし
い。
【００４３】
　分子量が２００００を超えると粘着テープにおける粘着性能の向上効果が充分には得ら
れない場合がある。また、２０００未満であると、低分子量となるため粘着性能や保持性
能の悪化を引き起こす場合がある。
【００４４】
　重量平均分子量の測定は、ＧＰＣ法によりポリスチレン換算して求められる。具体的に
は東ソー株式会社製のＨＰＬＣ８０２０に、カラムとしてＴＳＫｇｅｌＧＭＨ－Ｈ（２０
）×２本を用いて、テトラヒドロフラン溶媒で流速０．５ｍｌ／分の条件にて測定される
。
【００４５】
（アクリル系オリゴマーの作製方法）
　本発明のアクリル系オリゴマーは、例えば、（メタ）アクリル酸エステルを、溶液重合
法やバルク重合法、乳化重合法、懸濁重合、塊状重合等により重合することで作製される
。
【００４６】
　このような（メタ）アクリル酸エステルの例としては、（メタ）アクリル酸メチル、（
メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（
メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシ
ル、（メタ）アクリル酸－２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）
アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸ドデシルのような（
メタ）アクリル酸アルキルエステルや、シクロヘキシル（メタ）アクリレートや（メタ）
アクリル酸イソボルニルのような（メタ）アクリル酸の脂環族アルコールとのエステル、
（メタ）アクリル酸フェニル、（メタ）アクリル酸ベンジルのような（メタ）アクリル酸
アリールエステルを挙げることができる。このような（メタ）アクリル酸エステルは単独
であるいは組み合わせて使用することができる。
【００４７】
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　また、本発明において使用されるアクリル系オリゴマーを構成するモノマー単位として
は、シクロヘキシルメタクリレートを好適に使用することができる。
【００４８】
（改質用モノマー）
　また、アクリル系オリゴマーは、上記（メタ）アクリル酸エステル成分単位のほかに、
（メタ）アクリル酸エステルと共重合可能な重合性不飽和結合を有するモノマーを共重合
させることも可能である。
【００４９】
　上記（メタ）アクリル酸エステルと共重合可能な重合性不飽和結合を有するモノマーと
しては、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸
エトキシエチル、（メタ）アクリル酸プロポキシエチル、（メタ）アクリル酸ブトキシエ
チル、（メタ）アクリル酸エトキシプロピルのような（メタ）アクリル酸アルコキシアル
キル；（メタ）アクリル酸アルカリ金属塩等の塩；エチレングリコールのジ（メタ）アク
リル酸エステル、ジエチレングリコールのジ（メタ）アクリル酸エステル、トリエチレン
グリコールのジ（メタ）アクリル酸エステル、ポリエチレングリコールのジ（メタ）アク
リル酸エステル、プロピレングリコールのジ（メタ）アクリル酸エステル、ジプロピレン
グリコールのジ（メタ）アクリル酸エステル、トリプロピレングリコールのジ（メタ）ア
クリル酸エステルのような（ポリ）アルキレングリコールのジ（メタ）アクリル酸エステ
ル；トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリル酸エステルのような多価（メタ）アク
リル酸エステル；（メタ）アクリロニトリル；酢酸ビニル；塩化ビニリデン；（メタ）ア
クリル酸－２－クロロエチルのようなハロゲン化ビニル化合物；２－ビニル－２－オキサ
ゾリン、２－ビニル－５－メチル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニル－２－オキサ
ゾリンのようなオキサゾリン基含有重合性化合物；（メタ）アクリロイルアジリジン、（
メタ）アクリル酸－２－アジリジニルエチルのようなアジリジン基含有重合性化合物；ア
リルグリシジルエーテル、（メタ）アクリル酸グリシジルエーテル、（メタ）アクリル酸
－２－エチルグリシジルエーテルのようなエポキシ基含有ビニルモノマー；（メタ）アク
リル酸－２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシプロピル、（メタ
）アクリル酸とポリプロピレングリコールまたはポリエチレングリコールとのモノエステ
ル、ラクトン類と（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシエチルとの付加物のようなヒドロ
キシル基含有ビニルモノマー；フッ素置換（メタ）アクリル酸アルキルエステルのような
含フッ素ビニルモノマー；イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸ような不飽和
カルボン酸、これらの塩ならびにこれらの（部分）エステル化合物および酸無水物；２－
クロルエチルビニルエーテル、モノクロロ酢酸ビニルのような反応性ハロゲン含有ビニル
モノマー、メタクリルアミド、Ｎ‐メチロールメタクリルアミド、Ｎ－メトキシエチルメ
タクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチルメタクリルアミド、Ｎ－アクリロイルモルホリンの
ようなアミド基含有ビニルモノマー；ビニルトリメトキシシラン、γ－メタクリロキシプ
ロピルトリメトキシシラン、アリルトリメトキシシラン、トリメトキシシリルプロピルア
リルアミン、２－メトキシエトキシトリメトキシシランのような有機ケイ素含有ビニルモ
ノマー；その他、ビニル基を重合したモノマー末端にラジカル重合性ビニル基を有するマ
クロモノマー類を挙げることができる。これら単量体は単独あるいは組み合わせて、上記
（メタ）アクリル酸エステルと共重合してもよい。
【００５０】
　さらにアクリル系オリゴマーは、エポキシ基またはイソシアネート基と反応性を有する
官能基が導入されていてもよい。このような官能基の例としては、水酸基、カルボキシル
基、アミノ基、アミド基、メルカプト基を挙げることができ、アクリル系オリゴマーを製
造する際にこうした官能基を有するモノマーを使用することが好ましい。
【００５１】
（分子量の調整方法）
　また、アクリル系オリゴマーの分子量を調整するためにその重合中に連鎖移動剤を用い
ることができる。本発明において、使用する連鎖移動剤の例としては、オクチルメルカプ
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タン、ドデシルメルカプタン、ｔ－ドデシルメルカプタン等のメルカプト基を有する化合
物；チオグリコール酸、チオグリコール酸エチル、チオグリコール酸プロピル、チオグリ
コール酸ブチル、チオグリコール酸ｔ－ブチル、チオグリコール酸２－エチルヘキシル、
チオグリコール酸オクチル、チオグリコール酸デシル、チオグリコール酸ドデシル、エチ
レングリコールのチオグリコール酸エステル、ネオペンチルグリコールのチオグリコール
酸エステル、ペンタエリスリトールのチオグリコール酸エステルを使用するが、チオグリ
コール酸類を好適に使用することができる。
【００５２】
　連鎖移動剤の使用量としては、特に制限されないが、通常、アクリル系モノマー１００
重量部に対して、連鎖移動剤を０．１～２０重量部、好ましくは、０．２～１５重量部、
さらに好ましくは０．３～１０重量部含有する。このように連鎖移動剤の添加量を調整す
ることで、好適な分子量のアクリル系オリゴマーを得ることができる。
【００５３】
　これら、アクリル系オリゴマーの他の粘着付与樹脂としては、ロジンエステル樹脂；ペ
ンセルＡ、ペンセルＣ、ペンセルＤ－１２５、ペンセルＤ－１３５、ペンセルＤ－１６０
、（いずれも荒川化学工業（株）製）、不均化ロジンエステル樹脂、重合ロジンエステル
樹脂、水素化ロジンエステル樹脂、テルペンフエノール樹脂等を好適に使用できる。
【００５４】
　本発明は、アクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、ア
クリル系ポリマー及び／又は粘着付与樹脂が、溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．
２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有するこ
とにより、ポリオレフィン等の非極性被着体や難接着塗装板に対する接着性能が優れた保
存後の接着性能の変化の少ないアクリル系粘着剤、アクリル系粘着剤からなるアクリル系
粘着剤層及び、アクリル系粘着テープ又はテープを提供する。
【００５５】
　アクリル系ポリマーと粘着付与樹脂の混合物において、接着性能を向上させることがで
きる組み合わせは両者の間で相溶性が悪いものが多い。いいかえれば相溶性が良いものは
一般的に粘着付与効果を発現できない。
【００５６】
　一方、相溶性が悪いと、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着テープ又はシートを
作製した直後の性能は高いものとなるが、高温や長期の保存を行うと粘着付与樹脂若しく
はアクリル系オリゴマーがアクリル系ポリマーから相分離し粘着性能が低下する。
【００５７】
　それを改善するために全く異なるアクリル系ポリマーや、粘着付与樹脂若しくはアクリ
ル系オリゴマーを用いると全く性能が変化してしまい、性能のバランスが崩れる。そこで
性能のバランスを崩さずに相溶性を改善する方法として、アクリル系ポリマー及び粘着付
与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系ポリマー及び／又は粘着付与樹脂が
、溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が、０．２（ＭＰａ）1/2 以上となる、２種のモノ
マー単位をそれぞれ１５重量％以上、好ましくは１８重量％、さらに好ましくは２０重量
％以上共重合する方法が好適であることを見出した。
【００５８】
　また、前記アクリル系ポリマー及び粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、ア
クリル系ポリマー及び／又は粘着付与樹脂と、共重合する２種のモノマー単位との溶解度
パラメーター（ＳＰ値）の差は、０．２～１５（ＭＰａ）1/2 、好ましくは、０．４～１
４（ＭＰａ）1/2、更に好ましくは、０．６～１３（ＭＰａ）1/2である。
【００５９】
　上記手法を用いることによりアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂の相溶性が改善され
、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着テープ又はシートを作製した直後の性能は高
く、かつ高温や長期の保存を行った後も粘着性能は低下しない。
【００６０】
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　このような効果が発現される機構は定かではないが、溶解度パラメーター（ＳＰ値）の
差が、０．２（ＭＰａ）1/2以上異なるモノマー単位を選択して共重合させることで同種
同士の凝集力が低減し、異種物質の相溶性が高まったことによると考えられる。
【００６１】
　共重合する溶解度パラメーター（ＳＰ値）が０．２（ＭＰａ）1/2以上離れているモノ
マーの含有量は、１５～８５重量％、更に好ましくは、２０～８０重量％の比率である。
一方のモノマーが１５重量％未満であると、相溶性の効果が得られないため、接着後強さ
を維持できない。
【００６２】
　本発明におけるアクリル系ポリマーにおいて溶解度パラメーター（ＳＰ値）が０．２（
ＭＰａ）1/2以上離れているモノマーの組み合わせとしては、２－エチルへキシルアクリ
レートとブチルアクリレート（ＳＰ値の差は１．１３（ＭＰａ）1/2）、２－エチルヘキ
シルアクリレートとオクタデシルアクリレート（ＳＰ値の差は０．４６（ＭＰａ）1/2）
等を例示できる。
【００６３】
　また、本発明におけるアクリル系オリゴマーにおいて溶解度パラメーター（ＳＰ値）が
０．２（ＭＰａ）1/2以上離れているモノマーの組み合わせとしては、シクロヘキシルメ
タクリレートとアクリロイルモルフォリン（ＳＰ値の差は５．８７（ＭＰａ）1/2）、シ
クロヘキシルメタクリレートとジエチルアクリルアミド（ＳＰ値の差は３．０２（ＭＰａ
）1/2）、シクロヘキシルメタクリレートとイソボルニルアクリレート（ＳＰ値の差は０
．２５（ＭＰａ）1/2）、シクロヘキシルメタクリレートとイソボルニルメタクリレート
（ＳＰ値の差は０．７１（ＭＰａ）1/2）、シクロヘキシルメタクリレートとイソブチル
メタクリレート（ＳＰ値の差は１．１６（ＭＰａ）1/2）等の組み合わせを例示できる。
【００６４】
（溶解度パラメーター（ＳＰ値）の算出法）
　本発明において、アクリル系ポリマー、粘着付与樹脂の溶解度パラメーター（ＳＰ値）
は、Ｆｅｄｏｒｓの算出法［「ポリマー・エンジニアリング・アンド・サイエンス（Ｐｏ
ｌｙｍｅｒ Ｅｎｇ．＆ Ｓｃｉ．）」，第１４巻，第２号（１９７４），第１４８～１５
４ページ参照］すなわち、
【００６５】
【数１】

　（ただしΔｅｉは原子又は基に帰属する２５℃における蒸発エネルギー、Δｖｉは２５
℃におけるモル体積である）にて計算して求めることができる。
【００６６】
　上記の数式中のΔｅｉ及びΔｖｉに、主な分子中のｉ個の原子及び基に与えられた一定
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下の表１に示す。
【００６７】
【表１】

【００６８】
（溶解度パラメーター（ＳＰ値））
　上記式によって得られた、主要モノマーの溶解度パラメーター（ＳＰ値）を以下の表２
に示す。
【００６９】
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【表２】

【００７０】
本発明においては、前記アルキル（メタ）アクリレートを溶液重合、エマルション重合、
ＵＶ重合等によりアクリル系ポリマーを得る。
【００７１】
（重合開始剤）
　本発明では、アクリル系ポリマーの調製に際して、熱重合開始剤や光重合開始剤（光開
始剤）等の重合開始剤を用いた熱や紫外線による硬化反応を利用して、アクリル系ポリマ
ーを容易に形成することができる。本発明においては、重合時間を短くすることができる
利点等から、光重合開始剤を好適に用いることができる。重合開始剤は単独で又は２種以
上組み合わせて使用することができる。
【００７２】
（熱重合開始剤）
　熱重合開始剤としては、例えば、アゾ系重合開始剤［例えば、２，２´－アゾビスイソ
ブチロニトリル、２，２´－アゾビス－２－メチルブチロニトリル、２，２´－アゾビス
（２－メチルプロピオン酸）ジメチル、４，４´－アゾビス－４－シアノバレリアン酸、
アゾビスイソバレロニトリル、２，２´－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒドロク
ロライド、２，２´－アゾビス［２－（５－メチル－２－イミダゾリン－２－イル）プロ
パン］ジヒドロクロライド、２，２´－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）二硫
酸塩、２，２´－アゾビス（Ｎ，Ｎ´－ジメチレンイソブチルアミジン）ジヒドロクロラ
イド等］、過酸化物系重合開始剤（例えば、ジベンゾイルペルオキシド、ｔ－ブチルペル
マレエート、過酸化ラウロイル等）、レドックス系重合開始剤等が挙げられる。
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【００７３】
　熱重合開始剤の使用量としては、特に制限されず、従来、熱重合開始剤として利用可能
な範囲であればよい。
【００７４】
　光重合開始剤としては、特に制限されず、例えば、ベンゾインエーテル系光重合開始剤
、アセトフェノン系光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始剤、芳香族スルホニルクロ
リド系光重合開始剤、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾイン系光重合開始剤、ベン
ジル系光重合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤、ケタール系光重合開始剤、チオキ
サントン系光重合開始剤、アシルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤等を用いること
ができる。
【００７５】
　具体的には、ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾインメチル
エーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソプ
ロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェ
ニルエタン－１－オン［チバスペシャリティーケミカルズ社製、商品名：イルガキュアー
６５１］、アニソールメチルエーテル等が挙げられる。；アセトフェノン系光重合開始剤
としては、例えば、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン［チバスペシャリティ
ーケミカルズ社製、商品名：イルガキュアー１８４］、４－フェノキシジクロロアセトフ
ェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、１－［４－(２－ヒドロキシエトキ
シ)－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン［チバスペシ
ャリティーケミカルズ社製、商品名：イルガキュアー２９５９］、２－ヒドロキシ－２－
メチル－１－フェニル－プロパン－１－オン［チバスペシャリティーケミカルズ社製、商
品名：ダロキュアー１１７３］、メトキシアセトフェノン等が挙げられる。；α－ケトー
ル系光重合開始剤としては、例えば、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフェノン、１
－［４－（２－ヒドロキシエチル）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン
－１－オン等が挙げられる。；芳香族スルホニルクロリド系光重合開始剤としては、例え
ば、２－ナフタレンスルホニルクロライド等が挙げられる。；光活性オキシム系光重合開
始剤としては、例えば、１－フェニル－１，１－プロパンジオン－２－（ｏ－エトキシカ
ルボニル）－オキシム等が挙げられる。
【００７６】
　また、ベンゾイン系光重合開始剤には、例えば、ベンゾイン等が含まれる。ベンジル系
光重合開始剤には、例えば、ベンジル等が含まれる。；ベンゾフェノン系光重合開始剤に
は、例えば、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、３，３´－ジメチル－４－メトキシ
ベンゾフェノン、ポリビニルベンゾフェノン、α－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケ
トン等が含まれる。；ケタール系光重合開始剤には、例えば、ベンジルジメチルケタール
等が含まれる。；チオキサントン系光重合開始剤には、例えば、チオキサントン、２－ク
ロロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、イ
ソプロピルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、２，４－ジエチルチオキ
サントン、イソプロピルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、ドデ
シルチオキサントン等が含まれる。
【００７７】
　アシルフォスフィン系光重合開始剤としては、例えば、ビス（２，６－ジメトキシベン
ゾイル）フェニルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）（２，４
，４－トリメチルペンチル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル
）－ｎ－ブチルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－（２－メ
チルプロパン－１－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）
－（１－メチルプロパン－１－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベ
ンゾイル）－ｔ－ブチルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）シ
クロヘキシルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）オクチルホス
フィンオキシド、ビス（２－メトキシベンゾイル）（２－メチルプロパン－１－イル）ホ
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スフィンオキシド、ビス（２－メトキシベンゾイル）（１－メチルプロパン－１－イル）
ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジエトキシベンゾイル）（２－メチルプロパン－１
－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジエトキシベンゾイル）（１－メチルプロ
パン－１－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジブトキシベンゾイル）（２－メ
チルプロパン－１－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，４－ジメトキシベンゾイル）
（２－メチルプロパン－１－イル）ホスフィンオキシド、ビス（２，４，６－トリメチル
ベンゾイル）（２，４－ジペントキシフェニル）ホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジ
メトキシベンゾイル）ベンジルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイ
ル）－２－フェニルプロピルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル
）－２－フェニルエチルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）ベ
ンジルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２－フェニルプロ
ピルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）一2一フェニルエチル
ホスフィンオキシド、２，６－ジメトキシベンゾイルベンジルブチルホスフィンオキシド
、２，６－ジメトキシベンゾイルベンジルオクチルホスフィンオキシド、ビス(２，４，
６－トリメチルベンゾイル)－２，５－ジイソプロピルフェニルホスフィンオキシド、ビ
ス(２，４，６－トリメチルベンゾイル)－２－メチルフェニルホスフィンオキシド、ビス
(２，４，６－トリメチルベンゾイル)－４－メチルフェニルホスフィンオキシド、ビス(
２，４，６－トリメチルベンゾイル)－２，５－ジエチルフェニルホスフィンオキシド、
ビス(２，４，６－トリメチルベンゾイル)－２，３，５，６－テトラメチルフェニルホス
フィンオキシド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－２，４－ジ－ｎ－ブトキ
シフェニルホスフィンオキシド、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィ
ンオキシド、ビス(２，６－ジメトキシベンゾイル)－２，４，４－トリメチルペンチルホ
スフィンオキシド、ビス(２，４，６－トリメチルベンゾイル)イソブチルホスフィンオキ
シド、２，６－ジメチトキシベンゾイル－２，４，６－トリメチルベンゾイル－n一ブチ
ルホスフィンオキシド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル)フェニルホスフィン
オキシド、ビス(２，４，６－トリメチルベンゾイル)－２，４－ジブトキシフェニルホス
フィンオキシド、１，１０－ビス[ビス(２，４，６－トリメチルベンゾイル)ホスフィン
オキシド]デカン、トリ(２－メチルベンゾイル)ホスフィンオキシド、などが挙げられる
。
【００７８】
　これらの中でも特に、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィン
オキシド［チバスペシャリティーケミカルズ社製、商品名：イルガキュアー８１９］、ビ
ス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－２，４－ジ－ｎ－ブトキシフェニルホスフィ
ンオキシド、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド［ＢＡＳ
Ｆ社製、商品名：ルシリンＴＰＯ］、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，
４－トリメチルペンチルホスフィンオキシドが好ましい。
【００７９】
　光重合開始剤の使用量としては、特に制限されないが、例えば、アクリル系ポリマーを
調整するモノマー成分１００重量部に対して０．０１～５重量部、好ましくは０．０５～
３重量部、さらに好ましくは０．０８～２重量部の範囲内の量で配合される。
【００８０】
　ここで、光重合開始剤の使用量が、０．０１重量部より少ないと、重合反応が不十分に
なる場合がある。光重合開始剤の使用量が、５重量部を超えると、光重合開始剤が紫外線
を吸収することにより、紫外線が粘着剤層内部まで届かず、重合率の低下を生じたり、生
成するポリマーの分子量が小さくなることによって、形成される粘着剤層の凝集力が低く
なり、粘着剤層をフイルムから剥離する際に、粘着剤層の一部がフイルムに残り、フイル
ムの再利用ができなくなる場合がある。なお、光重合性開始剤は単独で又は２種以上を組
み合わせて使用することができる。
【００８１】
（架橋剤）
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　凝集力を調整するには、前記した多官能性モノマー以外に架橋剤を用いることも可能で
ある。架橋剤は通常用いる架橋剤を使用する事ができ、例えば、エポキシ系架橋剤、イソ
シアネート系架橋剤、シリコーン系架橋剤、オキサゾリン系架橋剤、アジリジン系架橋剤
、シラン系架橋剤、アルキルエーテル化メラミン系架橋剤、金属キレート系架橋剤等を挙
げることができる。特に、好適には、イソシアネート系架橋剤、エポキシ系架橋剤を使用
することができる。
【００８２】
　具体的には、イソシアネート系架橋剤の例としては、トリレンジイソシアネート、ヘキ
サメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネー
ト、水添キシリレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート、水添ジフェ
ニルメタンジイソシアネート、テトラメチルキシリレンジイソシアネート、ナフタリンジ
イソシアネート、トリフェニルメタントリイソシアネート、ポリメチレンポリフェニルイ
ソシアネートおよびこれらのトリメチロールプロパン等のポリオールとのアダクト体を挙
げることができる。
【００８３】
　エポキシ系架橋剤としては、ビスフェノールＡ、エピクロルヒドリン型のエポキシ系樹
脂、エチレングリシジルエーテル、ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル、グリ
セリンジグリシジルエーテル、グリセリントリグリシジルエーテル、１,６-ヘキサンジオ
ールグリシジルエーテル、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテル、ジグリシジ
ルアニリン、ジアミングリシジルアミン、Ｎ,Ｎ,Ｎ',Ｎ'-テトラグリシジル-ｍ-キシリレ
ンジアミンおよび１,３-ビス（Ｎ,Ｎ'-ジアミングリシジルアミノメチル）シクロヘキサ
ン等を挙げることができる。
【００８４】
（ゲル分率）
　本発明のアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層のゲル分率は１０％以上、好ま
しくは１５％以上、さらに好ましくは２５％以上となることが望ましい。ゲル分率が１０
％未満であると、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層の凝集力が不足し、粘着
特性が低下する場合がある。
【００８５】
　また、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層のゲル分率は９９％以下、好まし
くは９７％以下、さらに好ましくは９５％以下となることが望ましい。ゲル分率が９９％
を超えると、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層の粘弾性特性の他、粘着性能
、外観等に悪影響を及ぼす場合がある。
【００８６】
　ゲル分率は、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層１ｇをサンプリングしてか
ら、該サンプルを精秤し、これを約５０ｍｌの酢酸エチル中に、室温で一週間浸漬した後
、溶剤不溶分を取り出して、１３０℃で１時間乾燥して、秤量することにより、下記式に
より算出される。
　ゲル分率（重量％）＝［（浸漬・乾燥後の重量）÷（試料の重量）］×１００
【００８７】
（微粒子）
　また、前記アクリル系ポリマーには、前記アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着テ
ープ又はシートのせん断接着力や加工性の向上を目的として、微粒子を添加することもで
きる。
【００８８】
　前記微粒子としては、銅、ニッケル、アルミニウム、クロム、鉄、ステンレス等の金属
粒子、金属酸化物粒子；炭化ケイ素、炭化ホウ素、炭化窒素等の炭化物粒子、窒化アルミ
ニウム、窒化ケイ素、窒化ホウ素等の窒化物粒子；ガラス、アルミナ、ジルコニウム等酸
化物に代表されるセラミック粒子；炭化カルシウム、水酸化アルミニウム、ガラス、シリ
カ等の無機微粒子；火山シラス、砂等の天然原料粒子；ポリスチレン、ポリメチルメタク
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リレート、フェノール樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、尿素樹脂、シリコーン樹脂、ナイロ
ン、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミド、ポリイ
ミド等のポリマー粒子；塩化ビニリデン、アクリル等の有機中空体、ナイロンビーズ、ア
クリルビーズ、シリコーンビーズ等の有機球状体、等を挙げることができる。
【００８９】
　微粒子として、好ましくは、中空微粒子状体を使用することができる。さらに中空微粒
子状体の中でも、紫外線反応を用いる重合の効率や重み等の観点から、中空の無機系微粒
子状体を好ましく用いることができる。その例として、中空ガラスバルーン等のガラス製
のバルーン；中空アルミナバルーン等の金属化合物製の中空バルーン；中空セラミックバ
ルーン等の磁器製の中空バルーン等を挙げることができる。前記中空ガラスバルーンを用
いることでせん断力、保持力等の他の特性を損なうことなく、高温接着力を向上させるこ
とができる。
【００９０】
　中空ガラスバルーンとしては、例えば、商品名「ガラスマイクロバルーン」（富士シリ
シア化学（株）製）や商品名「セルスターＺ－２０」「セルスターＺ－２７」「セルスタ
ーＣＺ－３１Ｔ」「セルスターＺ－３６」「セルスターＺ－３９」「セルスターＺ－３９
」「セルスターＴ－３６」「セルスターＰＺ－６０００」（いずれも東海工業（株）製）
、商品名「サイラックス・ファインバルーン」（ファインバルーン（有）製）等を挙げる
ことができる。
【００９１】
　微粒子の粒径（平均粒子径）として特に制限されていないが、例えば１～５００μｍ、
好ましくは５～２００μｍ、さらに好ましくは１０～１５０μｍの範囲から選択すること
ができる。
【００９２】
　前記微粒子の比重としては、特に制限されないが、例えば、０．１～１．８ｇ／ｃｍ3

、好ましくは０．２～１．５ｇ／ｃｍ3、さらに好ましくは０．２～０．５／ｃｍ3の範囲
から選択することができる。
【００９３】
　微粒子の比重が０．１ｇ／ｃｍ3よりも小さいと、微粒子をアクリル系粘着剤中に配合
して混合する際に、浮き上がりが大きくなり、均一に分散させることができにくい場合が
ある。また、ガラス強度が低く容易に割れてしまう。逆に、１．８ｇ／ｃｍ3よりも大き
いと、紫外線の透過率が低下して紫外線反応の効率が低下する恐れがある。また、アクリ
ル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層が重くなり、作業性が悪くなる。
【００９４】
　微粒子の使用量としては、特に限定されず、例えば、アクリル系粘着剤からなるアクリ
ル系粘着剤層の全体積に対して１０体積％未満となるような使用量であると、微粒子を添
加した効果が低く、一方、５０体積％を超えるような使用量であると接着力が低下する。
【００９５】
（着色顔料）
　例えば、光重合開始剤を用いてアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成す
る場合、前記アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を着色させるために、光重合
を疎外させない程度の顔料（着色顔料）や染料を使用することができる。
【００９６】
　前記アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層の着色として、黒色が望まれる場合
は、例えば、カーボンブラックを用いることができる。着色顔料としてのカーボンブラッ
クの使用量としては、着色度合いや、光重合反応を阻害しない観点から、例えば、アクリ
ル系ポリマーを調整するための、モノマー成分全量に対して、０．００１～０．１５重量
％以下、好ましくは０．０１～０．１重量％の範囲から選択する。
【００９７】
（気泡）
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　また、本発明のアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層は、気泡を含有してもよ
い。アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層に気泡が含まれていると、アクリル系
粘着剤からなるアクリル系粘着剤層は、曲面や凹凸面に対して良好な接着性を発揮するこ
とができ、また、良好な耐反発性を発揮することができる。
【００９８】
　気泡を含有するアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層中に含有される気泡は、
基本的には、独立気泡タイプの気泡であることが望ましいが、独立気泡タイプの気泡と連
続気泡タイプの気泡とが混在していてもよい。
【００９９】
　また、前記気泡は、通常、球状（特に真球状）の形状を有しているが、球状上に凹凸が
ある等、真球状である必要はない。前記気泡の平均気泡径（直径）は、特に制限されず、
例えば、１～１０００μｍ、好ましくは１０～５００μｍ、さらに好ましくは３０～３０
０μｍの範囲から選択することができる。
【０１００】
　なお、気泡中に含まれる気体成分（気泡を形成するガス成分；「気泡形成ガス」と称す
る場合がある）としては、特に制限されず、窒素、二酸化炭素、アルゴン等の不活性ガス
の他、空気等の各種気体成分を用いることができる。気泡を形成するガスとしては、気泡
を形成するガスが含まれた状態で、重合反応等を行う場合は、その反応を阻害しないもの
を用いることが重要である。気泡を形成するガスとしては、重合反応等を阻害しないこと
や、コストの観点等から、窒素を好適に使用できる。
【０１０１】
　気泡を含有するアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層中に混合可能な気泡の量
としては、特に制限されず、使用用途等に応じて適宜選択することができる。例えば、気
泡を含有するアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層の全体積に対して５～５０体
積％、好ましくは８～４０体積％である。混合量が５体積％より少なくなると気泡を混合
した効果が得られず、５０体積％より多くなるとアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘
着剤層を貫通する気泡が入り、接着性能や外観が悪くなる。
【０１０２】
　気泡を含有するアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層（「気泡含有アクリル系
粘着剤層」と称する場合がある）において、気泡が形成される形態は特に制限されない。
気泡含有アクリル系粘着剤層としては、例えば、（１）予め、気泡を形成するガス成分（
気泡形成ガス）が混合されたアクリル系粘着剤（「気泡含有アクリル系粘着剤」と称する
場合がある）を用いることにより、気泡が形成された形態の気泡含有アクリル系粘着剤や
、（２）発泡剤を含有するアクリル系粘着剤を用いることにより、気泡が形成された形態
の気泡含有アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成することができる。なお
、気泡含有アクリル系粘着剤中の気泡量は、気泡含有アクリル系粘着剤層中の気泡量に対
応した範囲から適宜選択することができる。なお、前記（２）の、発泡剤を含有するアク
リル系粘着剤を用いることにより、気泡が形成された形態の気泡含有アクリル系粘着剤層
の場合、該発泡剤としては、特に制限されず、例えば、公知の発泡剤から適宜選択するこ
とができる。発泡剤としては、例えば、熱膨張性微小球等を用いることができる。
【０１０３】
（他の成分）
　アクリル系粘着剤に含有されていてもよい他の成分として、必要に応じて増粘剤、チキ
ソトロープ剤、増量剤等をアクリル系ポリマーに添加してもよい。増粘剤の例としては、
アクリルゴム、エピクロルヒドリンゴム、ブチルゴム等が挙げられる。チキソトロープ剤
の例としては、コロイドシリカ、ポリビニルピロリドン等が挙げられる。増量剤としては
、炭酸カルシウム、酸化チタン、クレー等が挙げられる。その他、可塑剤、老化防止剤、
酸化防止剤等を適宜添加してもよい。これらに限定されるものではない。
【０１０４】
（ＵＶ重合法）
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　ＵＶ重合により、本発明のアクリル系粘着テープ又はシートを作製するには、前記した
アクリル系モノマー、光重合開始剤、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤組成物を基材
上に塗布し、紫外線を照射して重合させて粘着剤層を形成する。ＵＶ重合法では、基材の
上にアクリル系粘着剤を形成させるため重合前のアクリル系粘着剤組成物は塗布可能な程
度に、粘度が高くなっている方が好ましい。
【０１０５】
　アクリル系粘着剤組成物の粘度としては、ＢＨ粘度計を用いて、ローター：Ｎｏ．５ロ
ーター、回転数１０ｒｐｍ、測定温度：３０℃の条件で設定された粘度として、５～５０
Ｐａ・ｓ（好ましくは１０～４０Ｐａ・ｓ）であることが望ましい。
【０１０６】
　アクリル系粘着剤組成物の粘度が、５Ｐａ・ｓ未満であると、粘度が低すぎて基材上に
塗布したときに液が流れてしまい、５０Ｐａ・ｓを超えていると、粘度が高すぎて塗布が
困難となる。
【０１０７】
　なお、アクリル系粘着剤組成物の粘度は、例えば、アクリルゴム、増粘性添加剤等の各
種ポリマー成分を配合する方法、アクリル系ポリマーを形成するためのモノマー成分［例
えば、アクリル系ポリマーを形成させるための（メタ）アクリル酸エステル等のモノマー
成分等］を一部重合させる方法等により、調整することができる。
【０１０８】
　具体的な増粘方法は、例えば、アクリル系ポリマーを形成するためのモノマー成分［例
えば、アクリル系ポリマーを形成させるためのアルキル（メタ）アクリレート等のモノマ
ー成分等］と、重合開始剤（例えば、光重合開始剤等）とを混合してモノマー混合物を調
整し、該モノマー混合物に対して重合開始剤の種類に応じた重合反応を行って、一部のモ
ノマー成分のみが重合したアクリル系粘着剤組成物を得ることができる。さらに粘着付与
樹脂その他を配合することによりアクリル系粘着剤組成物を得る。このようにして得られ
たアクリル系粘着剤組成物は、塗工装置を用いて基材面に塗布される。
【０１０９】
　（基材）
　基材としては、粘着テープもしくは、シートの製造に用いられているような機材、例え
ば、クラフト紙、和紙等の紙系基材；布、不織布、ネット等の繊維系基材；アルミ箔、ア
ルミ板等の金属系基材；ポリエステルフイルムやポリプロピレンフイルム等のプラスチッ
ク系基材；ゴムシート等のゴム系基材；発泡シート等の発泡体や、これらの積層体（特に
、プラスチック系基材と他の基材との積層体や、プラスチック系基材（又はシート）同士
の積層体等）等の適宜な薄葉体を用いることができる。その中でも、プラスチック系基材
を好適に用いることができる。
【０１１０】
　このようなプラスチック系基材の素材としては、例えば、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリ
プロピレン（ＰＰ）、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体（
ＥＶＡ）等のα－オレフィンをモノマー成分とするオレフィン系樹脂；ポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンテレフタレ
ート（ＰＢＴ）等のポリエステル系樹脂；ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）；酢酸ビニル系樹脂
；ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）；ポリアミド（ナイロン）、全芳香族ポリアミド
（アラミド）等のアミド系樹脂；ポリイミド系樹脂；ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥ
ＥＫ）等が挙げられる。これらの素材は単独又は２種以上を組み合わせて使用することが
できる。
【０１１１】
　なお、プラスチック系基材が用いられている場合は、延伸処理等により伸び率等の変形
性を制御していてもよい。
【０１１２】
　基材の表面は、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層等との密着性を高めるた
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め、慣用の表面処理、例えば、コロナ処理、クロム酸処理、オゾン暴露、火炎暴露、高圧
電撃暴露、イオン化放射線処理等の化学的又は物理的方法による酸化処理等が施されてい
てもよく、下塗り剤や剥離剤等によるコーティング処理等が施されていてもよい。
【０１１３】
　また、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層が活性エネルギー光線による硬化
により形成される場合は、紫外線の透過を阻害しない基材を使用することが好ましい。
【０１１４】
　基材の厚さは、強度や柔軟性、使用目的等に応じて適宜に選択でき、例えば、一般的に
は１０００μｍ以下（例えば、１～１０００μｍ、好ましくは１～５００μｍ、さらに好
ましくは３～３００μｍ程度）であるが、これらに限定されない。基材は、単層、積層の
何れの形態を有していてもよい。
【０１１５】
（塗工方法）
　塗工方法としては、ロールコーター、バーコーター、ダイコーター等、従来公知の塗工
装置が用いられる。
【０１１６】
　アクリル系粘着剤組成物は基材又は被着体上に直接塗工することができる、又はいった
ん剥離紙上に塗工し硬化させることもできる。剥離紙上に形成されたアクリル系粘着剤か
らなるアクリル系粘着剤層は被着体に転写することができる。
【０１１７】
　本発明のアクリル系粘着剤は、アクリル系粘着剤組成物を、ＵＶ重合法により紫外線の
照射を行い硬化させることによりアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成す
ることができる。
【０１１８】
　ＵＶ重合法の場合は、空気中の酸素やアクリル系粘着剤組成物中に溶存する酸素により
反応が阻害される。このため、光照射は酸素の殆ど溶存しない条件下で行われる。
【０１１９】
　その具体的な方法としては、例えば、剥離性を有するポリエステルフイルム等のカバー
フイルムで、アクリル系粘着剤組成物の塗工表面を一時的に被覆し、酸素との接触を防止
して紫外線照射を行う。
【０１２０】
　なお、カバーフイルムは、該カバーフイルムにより保護されているアクリル系粘着剤層
表面を利用する際に（すなわち、カバーフイルムにより保護されているアクリル系粘着剤
からなるアクリル系粘着剤層に被着体を貼着する際に）剥がされる。
【０１２１】
　このようなカバーフイルムとしては、慣用の剥離紙等を使用できる。具体的には、カバ
ーフイルムとしては、例えば、剥離処理剤による剥離処理層を少なくとも一方の表面に有
する基材の他、フッ素系ポリマー（例えば、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロト
リフルオロエチレン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン、テトラフルオロエチレ
ン・ヘキサフルオロプロピレン共重合体、クロロフルオロエチレン・フッ化ビニリデン共
重合体等）からなる低接着性基材や、無極性ポリマー（例えば、ポリエチレン、ポリプロ
ピレン等のオレフィン系樹脂等）からなる低接着性基材等を用いることができる。
【０１２２】
　一方、剥離処理層を構成する剥離処理剤としては、特に制限されず、例えば、シリコー
ン系剥離処理剤、フッ素系剥離処理剤、長鎖アルキル系剥離処理剤等を用いることができ
る。剥離処理剤は単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【０１２３】
　なお、カバーフイルムの厚さや、形成方法等は特に制限されない。
【０１２４】
　上記紫外線に使用される光源としては、例えばケミカルランプ、ブラックライトランプ
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、低圧、高圧、超高圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、蛍光灯が挙げられる。紫外線
照射の強度は一般的に０．１～３００ｍＷ／ｃｍ2の範囲が好ましい。
【０１２５】
　本発明におけるアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層の厚みは、特に制限され
ないが、例えば、５～５０００μｍ、好ましくは１０～４０００μｍ、さらに好ましくは
２０～３０００μｍの範囲から適宜選択できる。
【０１２６】
　なお、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層は、単層、複層の何れの形態を有
していてもよい。例えば、アクリル系粘着剤層を他の粘着剤層の上に積層して使用するこ
とができる。
【０１２７】
　アクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシートは、ロール状に巻回さ
れた形態で形成されていてもよく、アクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ
又はシートが積層された形態で形成されていてもよい。
【０１２８】
　なお、アクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシートがロール状に巻
回された形態を有している場合、例えば、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層
を、カバーフイルムや基材の背面側に形成された剥離処理層により保護した状態でロール
状に巻回することにより作製することができる。
【０１２９】
（アクリル系粘着テープ又はシートの構成）
　本発明のアクリル系粘着テープ又はシートは、前記アクリル系粘着剤からなるアクリル
系粘着剤層により形成されている。
【０１３０】
　このようなアクリル系粘着テープ又はシートとしては、両面が接着面（粘着面）となっ
ている両面型のアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシートの形態を
有していてもよく、片面型のアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシ
ートの形態を有していてもよい。
【０１３１】
　図１は本発明のアクリル系粘着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である
。図１において、１、２、３は、それぞれ、アクリル系粘着剤からなるアクリル系接着剤
層を形成したアクリル系粘着テープ又はシートであり、４はアクリル系粘着剤からなるア
クリル系粘着剤層、５は基材である。
【０１３２】
　図１（ａ）で示されるアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシート
１は、基材５の両面にアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層２が形成された構成
を有している。
【０１３３】
　図１（ｂ）で示されるアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシート
２は、基材５の片面にアクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層２が形成された構成
を有している。
【０１３４】
　図１（ｃ）で示されるアクリル系粘着剤を形成したアクリル系粘着テープ又はシート３
は、アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層４のみにより形成された構成を有して
いる。
【０１３５】
　アクリル系粘着剤を、所定の面上に塗布した後、加熱や、紫外線の照射を行って硬化さ
せることにより、アクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ又はシートを好適
に形成することができる。
【実施例】
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【０１３６】
　以下に、実施例に基づいて本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例により
何ら限定されるものではない。
【０１３７】
（実施例１）
＜アクリル系ポリマーシロップ１）の合成＞
　モノマーとして２－エチルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルア
クリレート（ＢＡ）：３０重量部、アクリル酸（ＡＡ）：５重量部、光重合開始剤として
商品名「イルガキュアー６５１」（チバスペシャリティーケミカルズ社製）：０．１重量
部を配合した後、窒素ガスを吹き込んで溶存酸素を除去し、その後、粘度（ＢＨ粘度計、
Ｎｏ．５ローター、１０ｒｐｍ、測定温度：３０℃）が約１５Ｐａ・ｓになるまで紫外線
を照射して、モノマーの一部が重合したアクリル系ポリマーシロップ１）を作成した。
＜アクリル系オリゴマー１）の合成＞
　シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：１００重量部、チオグリコール酸：３．
５重量部を配合した後、窒素ガスを吹き込んで溶存酸素を除去した。ついで９０℃まで昇
温したところで、パーヘキシルＯ（日本油脂株式会社製）：０．００５重量部、パーヘキ
シルＤ（日本油脂株式会社製）：０．０１重量部を混合した。さらに、９０℃で１時間攪
拌後、１時間かけて１３０℃まで昇温した。その後、１３０℃で１時間攪拌後、３０分か
けて１７０℃まで昇温し、１７０℃で６０分攪拌した。次いで１７０℃の状態で減圧し１
時間攪拌し残留モノマーを除去し、アクリル系オリゴマー１）を得た。尚、得られたオリ
ゴマーの重量平均分子量は４０００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は５５℃であ
った。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ１）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、上記で得たアクリル系オリゴマー１）２０重量
部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　前記アクリル系粘着剤組成物をロールコーターにて片面剥離処理された厚さ３８μｍの
ポリエステルフイルム（ポリエステル製剥離ライナー）の剥離処理された面上に厚さ５０
μｍとなるように塗布した。ついで塗布された前記アクリル系粘着剤組成物のもう片方の
面に、同種のポリエステル製剥離ライナーを剥離処理された面が前記アクリル系粘着剤組
成物上にくるように貼り合わせた。次いで照度：５ｍＷ／ｃｍ2のブラックライトランプ
にて３分間両面から紫外線照射を行った。このようにして厚さ５０μｍのアクリル系粘着
剤層を形成したアクリル系粘着テープを得た。
【０１３８】
（実施例２）
＜アクリル系ポリマーシロップ２）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部の代わりに、２－エ
チルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：５５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：４
０重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマーシロップ２）を得た
。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ２）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー１）２０重量部を配
合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１３９】
（実施例３）
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＜アクリル系ポリマーシロップ３）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における２－エチルへキシルアクリレート（２
ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部の代わりに、２－エチ
ルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：５５重量部、オクタデシルアクリレート（ＯＤＡ
）：４０重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマーシロップ３）
を得た。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ３）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー１）２０重量部を配
合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４０】
（実施例４）
＜アクリル系ポリマーシロップ４）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部の代わりに、２－エ
チルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：９５重量部とした以外は、同様の作製方法によ
り、アクリル系ポリマーシロップ４）を得た。
＜アクリル系オリゴマー２）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：７５重量部
、アクリロイルモルフォリン（ＡＣＭＯ）：２５重量部、とした以外は、同様の作製方法
により、アクリル系オリゴマー２）を得た。尚、得られたアクリル系オリゴマーの重量平
均分子量は３８００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は７５℃であった。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー２）２０重量部を配
合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４１】
（実施例５）
＜アクリル系オリゴマー３）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：７５重量部
、ジエチルアクリルアミド（ＤＥＡＡ）：２５重量部、とした以外は、同様の作製方法に
より、アクリル系オリゴマー３）を得た。尚、得られたアクリル系オリゴマーの重量平均
分子量は４１００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は７０℃であった。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー３）２０重量部を配合しアクリル系
粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４２】
（実施例６）
＜アクリル系オリゴマー４）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：６０重量部
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、イソブチルメタアクリレート（ＩＢＭＡ）：４０重量部、とした以外は、同様の作製方
法により、アクリル系オリゴマー４）を得た。得られたオリゴマーの重量平均分子量は３
７００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は５０℃であった。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０重量部を配合しアクリル系
粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４３】
（実施例７）
＜アクリル系オリゴマー５）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：７０重量部
、イソブチルメタアクリレート（ＩＢＭＡ）：３０重量部、とした以外は、同様の作製方
法により、アクリル系オリゴマー５）を得た。得られたアクリル系オリゴマーの重量平均
分子量は４０００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は５３℃であった。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー５）２０重量部を配合しアクリル系
粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４４】
（実施例８）
＜アクリル系オリゴマー６）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：６０重量部
、イソボルニルメタクリレート（ＩＢＸＭＡ）：４０重量部、とした以外は、同様の作製
方法により、アクリル系オリゴマー６）を得た。得られたアクリル系オリゴマーの重量平
均分子量（Ｍｗ）は４３００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は９５℃であった。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー６）２０重量部を配合しアクリル系
粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４５】
（実施例９）
＜アクリル系ポリマーシロップ５）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部、アクリル酸（ＡＡ
）：５重量部の代わりに、２－エチルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：９４重量部、
アクリル酸（ＡＡ）：６重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマ
ーシロップ５）を得た。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ５）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０重量部を配
合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
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　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４６】
（実施例１０）
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ５）１００重量部に対して、２－イソ
シアナートエチルアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０重量
部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４７】
（実施例１１）
＜アクリル系ポリマーシロップ６）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部、アクリル酸（ＡＡ
）：５重量部の代わりに、２－エチルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：９２量部、ア
クリル酸（ＡＡ）：８重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマー
シロップ５）を得た。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ６）１００重量部に対して、２－イソ
シアナートエチルアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０重量
部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４８】
（実施例１２）
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ６）１００重量部に対して、トリメチ
ロールプロパントリアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー６）２０重
量部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１４９】
（実施例１３）
＜アクリル系ポリマーシロップ７）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部、アクリル酸（ＡＡ
）：５重量部の代わりに、２－エチルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：９０量部、ア
クリル酸（ＡＡ）：１０重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマ
ーシロップ７）を得た。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ７）１００重量部に対して、ジペンタ
エリスリトールヘキサアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０
重量部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５０】
（実施例１４）
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ１）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー４）２０重量部を配合しアクリル系
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粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５１】
（実施例１５）
＜アクリル系ポリマー８）の合成＞
　モノマーとしてブチルアクリレート（ＢＡ）：５５重量部、オクタデシルアクリレート
（ＯＤＡ）：４０重量部、アクリル酸（ＡＡ）：５重量部、熱重合開始剤として、アゾビ
スイソブチロニトリル：０．１重量部、溶剤として酢酸エチル：１５０重量部を配合した
後、窒素ガスを吹き込んで溶存酸素を除去し、その後、６０℃にて７時間、重合を行い、
アクリル系ポリマー８）を得た。
＜溶液重合型粘着剤組成物１）の調整＞
　得られたアクリル系ポリマー８）の固形分１００重量部に対して、ロジンエステル系粘
着付与剤：ペンセルＤ－１３５（荒川化学工業株式会社製）を２０重量部、及び架橋剤と
して１，３－ビス（Ｎ，Ｎ－ジグリシジルアミノメチル）シクロヘキサンを０．０３部配
合し溶液重合型粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　前記アクリル系粘着剤組成物をロールコーターにて片面剥離処理された厚さ３８μｍの
ポリエステルフイルムの剥離処理された面上に塗布し、１００℃、３分にて乾燥させ、厚
さ５０μｍとなるように、アクリル系粘着テープを得た。
【０１５２】
（比較例１）
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　前記アクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサンジオールジアク
リレート：０．１重量部、上記で得たアクリル系オリゴマー１）２０重量部を配合しアク
リル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５３】
（比較例２）
＜アクリル系ポリマーシロップ９）の合成＞
　アクリル系ポリマーシロップ１）の合成における、２－エチルへキシルアクリレート（
２ＥＨＡ）：６５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：３０重量部の代わりに、２－エ
チルへキシルアクリレート（２ＥＨＡ）：８５重量部、ブチルアクリレート（ＢＡ）：１
０重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマーシロップ９）を得た
。
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ９）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、前記アクリル系オリゴマー１）２０重量部を配
合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５４】
（比較例３）
＜アクリル系オリゴマー７）の合成＞
　アクリル系オリゴマー１）の合成における、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ
）：１００重量部の代わりに、シクロヘキシルメタクリレート（ＣＨＭＡ）：９０重量部
、イソボルニルメタアクリレート（ＩＢＸＭＡ）：１０重量部、とした以外は、同様の作
製方法により、アクリル系オリゴマー7)を得た。得られたアクリル系オリゴマーの重量平
均分子量は４３００であった。またガラス転移温度（Ｔｇ）は６５℃であった。
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　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ４）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、上記で得たアクリル系オリゴマー７）２０重量
部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５５】
（比較例４）
＜アクリル系粘着剤組成物の調整＞
　上記方法により得たアクリル系ポリマーシロップ９）１００重量部に対して、ヘキサン
ジオールジアクリレート：０．１重量部、上記で得たアクリル系オリゴマー７）２０重量
部を配合しアクリル系粘着剤組成物を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１と同様の作製方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５６】
（比較例５）
＜アクリル系ポリマー１０）の合成＞
　アクリル系ポリマー８）の合成におけるブチルアクリレート（ＢＡ）：５５重量部、オ
クタデシルアクリレート（ＯＤＡ）：４０重量部の代わりに、ブチルアクリレート（ＢＡ
）：９５重量部とした以外は、同様の作製方法により、アクリル系ポリマー１０）を得た
。
＜溶液重合型粘着剤組成物２）の調整＞
　アクリル系ポリマー８）の代わりに、アクリル系ポリマー１０）を用いた以外は、実施
例１５と同様の作製方法により、溶液重合型粘着剤組成物２）を得た。
＜アクリル系粘着テープの作製方法＞
　実施例１０と同様の作成方法によりアクリル系粘着テープを得た。
【０１５７】
　表３に実施例及び比較例における組成を示す。尚、ここで使用する略称は、前記（表２
）の主要モノマーの略称である。
【０１５８】
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【表３】

【０１５９】
（評価項目）
・接着強さ
　アクリル系粘着テープを作製後、室温で３日放置し、その後、幅２５ｍｍ、長さ１００
ｍｍに切断した。得られたサンプル片の片面のポリエステル製剥離ライナーをはがし、そ
こに剥離処理を施していない厚さ２５μｍのポリエステル基材を貼り合わせた。もう片側
のポリエステル製剥離ライナーをはがし、被着体としてイソプロピルアルコールで表面を
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拭いた難接着塗装板（エポキシ基含有アクリル・多酸系塗膜）にサンプルを重さ５ｋｇ重
のローラーで片道圧着して貼り付けた。２３℃で３０分間放置後、２３℃、６５％Ｒ．Ｈ
．の雰囲気下で剥離（１８０°ピール、引張速度：５０ｍｍ／ｍｉｎ）に要する力を測定
し、これを初期の接着強さとした。
【０１６０】
　またアクリル系粘着テープを作製後、室温で３日放置し、さらに９０℃で４日保存した
後のアクリル系粘着テープを、同様の方法で剥離に要する力を測定し、これを保存後の接
着強さとした。
【０１６１】
　各アクリル系粘着テープの接着強さの測定結果と、変化率（＝（保存後接着強さ）÷（
初期接着強さ））を表４に示す。
【０１６２】
【表４】

【０１６３】
　上記、表４の実施例１～３より、炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ
）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘
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（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５
重量％以上含有するアクリル系ポリマーであることを特徴とするアクリル系粘着剤は、接
着強さの変化率が小さいことから、難接着塗装板に対して優れた接着性能を示し、保存後
の接着性能の変化の少ないことがわかる。また、実施例４～１３より、炭素数１～２０の
アルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上
含有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、粘着付
与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類の
モノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する粘着付与樹脂であることを特徴とするア
クリル系粘着剤は、接着強さの変化率が小さいことから、難接着塗装板に対して優れた接
着性能を示し、保存後の接着性能の変化の少ないことがわかる。また、実施例１４より、
炭素数１～２０のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単位とし
て５０重量％以上含有するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤
において、アクリル系ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）
1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有するアクリル系ポリ
マーであり、かつ粘着付与樹脂が溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）
1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有する粘着付与樹脂で
あることを特徴とするアクリル系粘着剤は、接着強さの変化率が小さいことから、難接着
塗装板に対して優れた接着性能を示し、保存後の接着性能の変化の少ないことがわかる。
また、実施例１５より、粘着付与樹脂がロジン系樹脂であっても、炭素数１～２０のアル
キル基を有するアルキル（メタ）アクリレートをモノマー単位として５０重量％以上含有
するアクリル系ポリマーと、粘着付与樹脂を含むアクリル系粘着剤において、アクリル系
ポリマーが溶解度パラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類
のモノマー単位をそれぞれ１５重量％以上含有するアクリル系ポリマーであることを特徴
とするアクリル系粘着剤は、接着強さの変化率が小さいことから、難接着塗装板に対して
優れた接着性能を示し、保存後の接着性能の変化の少ないことがわかる。これに対して、
比較例１～４は、アクリル系ポリマー及び粘着付与樹脂に対して溶解度パラメーター（Ｓ
Ｐ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそれぞれ含有して
おらず、実施例１～１５に対して、接着強さの変化率が大きく、難接着塗装板に対する接
着性能と、保存後の接着性能の変化の大きいことがわかる。また、比較例５は、粘着付与
樹脂がロジン系樹脂であっても、アクリル系ポリマー及び粘着付与樹脂に対して溶解度パ
ラメーター（ＳＰ値）の差が０．２（ＭＰａ）1/2以上となる２種類のモノマー単位をそ
れぞれ１５重量％以上含有しておらず、実施例１～１５に対して、接着強さの変化率が大
きく、難接着塗装板に対する接着性能と、保存後の接着性能の変化の大きいことがわかる
。
【符号の説明】
【０１６４】
１　アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ
２　アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ
３　アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層を形成したアクリル系粘着テープ
４　アクリル系粘着剤からなるアクリル系粘着剤層
５　基材
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【図１】
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【要約の続き】
粘着剤層、アクリル系粘着テープ又はシートを提供する。
【選択図】　　　　図１
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